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1 平成20年5月 ミネルヴァ書房

2 平成28年12月 学苑出版社

1 平成2年3月 東京大学大学院総合文化研究科

2 平成10年1月 東京大学

3 平成11年10月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第5巻第2号

4 平成15年4月
アジア政経学会『アジア研究』
第49巻第2号

5 平成15年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第9巻第1号

6 平成15年12月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第9巻第2号

7 平成17年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第11巻第1号

8 平成23年11月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第17巻第2号

9 平成26年6月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第21巻第1号

10 平成28年2月
静岡産業大学論集『環境と経営』
第21巻第2号

11 令和2年5月 日本経済新聞5月12日朝刊

1 平成19年9月 経営史学会『経営史学』第42巻第2号

教育・研究内容

所属学会 国際関係論研究会、経営史学会、アジア政経学会、中国経済経営学会

主な担当科目 経営学入門、産業史、経営史、中国論、中国ビジネス論

研究テーマ
・技術移転
・経営移転

静岡産業大学　磐田キャンパス　特任教授

取得学位 博士（学術）（平成10年1月）東京大学

専門分野 産業史、経営史

りゅう　しこう

劉　志宏

最終学歴 東京大学大学院総合文化研究科（博士後期課程）単位取得後退学

職位 特任教授

書評

　私の専門は国際関係経営史であります。国際関係経営史とは学際的研究であり、具体的には日中両国間の企業関係及び企業比較の研
究を行っております。研究テーマは技術移転と経営移転で、今まで鉄鋼業における技術移転などについての研究を進めてまいりました。
　周知のように、1980年代以降中国は目覚ましい経済成長を持続し、世界工場や成長センターなどと呼ばれるようになっております。2001
年WTO加盟以降、日本の自動車、家電、鉄鋼メーカーをはじめとする多くのメーカーは相次いで中国進出を果し、日中両国の企業関係は
今後ますます緊密になることが予想されます。特に、本学が所在している東海地区では、自動車やバイク、楽器など、中国と密接な関係があ
る企業が非常に多く、これから経営や技術、文化などの面において、色々な問題が発生すると思われます。これらの問題解決につながる研究
－国際関係経営史の研究に携わる者の使命である、と私は思っております。

宝山製鉄所の組織構造の変化

日本鉄鋼企業の中国戦略（修士論文）

著書

企業分析と現代資本主義

学術論文

技術移転と経営移転－新日鉄の上海宝山製鉄所への技術・経営移転に関する事例
研究（博士論文）

新日鉄の中国戦略－宝山製鉄所の事例

宝山製鉄所の技術導入をめぐる政策決定（査読付）

中国の鉄鋼業 (1949～1978)

宝山製鉄所の経営組織に関する一考察

中日語言文学研究

宝鋼のコンピュータ管理システムの形成過程

宝山製鉄所の技術導入をめぐる論争

宝山製鉄所の経営管理の転換

川端　望　『東アジア鉄鋼業の構造とダイナミズム』

転換期の日中関係－国益考えかじ取りを

- 1 -



1 平成10年9月
経営史学会関東部会(｢1998年度部会報告」
経営史学会『経営史学』第33巻第3号)

2 平成11年7月
アジア政経学会関東部会（「会報」アジア政経
学会『アジア研究』第46巻第2号）

3 平成14年6月
アジア政経学会東日本大会（アジア政経学会
『アジア政経学会ニュースレター』第18号）

4 平成25年1月 科研費研究会（於愛知県立大学）

1 平成14年7月

2 平成17年5月

3 平成17年5月

4 平成27年4月

宝山製鉄所の技術移転をめぐる政策決定

政策変更の決定要素－宝山製鉄所の技術導入

ミタルの中国戦略

技術移転と経営移転

学会発表

浜松市商工業振興計画推進協議会委員（平成16年3月まで）

磐田国際交流協会理事（平成18年3月まで）

磐田市ふるさと学習サポート委員会委員（平成18年3月まで）

磐田国際交流協会理事（現在に至る）

その他（社会活動等）
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